
【補助事業概要の広報資料】 

 

整理番号 26-163 

補助事業名 平成26年度 ＲＴ（ロボットテクノロジー）産学共創マッチング補助事業 

補助事業者名 一般社団法人日本ロボット工業会 

 

１ 補助事業の概要 

（１）事業の目的 

ロボット産業における技術課題解決やイノベーションの効率化・加速化を企図すると

ともに、産業界の視点からのニーズや知見を学界に反映させる産学共創のためのマッチ

ングの場として、大学及び公設研究機関でのロボット技術(RT)の公開（展示と実演）を

行うことにより、当該分野における技術移転や共同開発、さらには新たな事業の創出を

目的とすることで、次世代ロボットの市場創生の加速化を促し、機械工業の振興に寄与

するものである。 

 

（２）実施内容 

①委員会決定に基づき、ＲＴ（ロボットテクノロジー）産学共創マッチング補助事業（Ｒ

Ｔ交流プラザ）のための出展案内を大学及び公設研究機関に対して広く配布・募集を

行い、審査委員による審査のうえ、出展機関を確定した。 

②平成２６年１０月１５日(水)～１７日(金)の３日間、東京ビッグサイトで開催された

展示会「Japan Robot Week 2014」の場において、特別企画として「ＲＴ(ロボットテ

クノロジー)産学共創マッチング補助事業」(ＲＴ交流プラザ)を開催した。  

 

 

 

 

 

 

 

ＲＴ交流プラザ実演ゾーン     展示ゾーン内での実演と説明 



２ 予想される事業実施効果 

ＲＴ（ロボットテクノロジー）産学共創マッチング補助事業（ＲＴ交流プラザ）にお

いて学界側からの技術シーズを公開、さらには学界側がこの場で産業界から得られたニ

ーズおよび知見等を研究等にフィードバックすることで、今後、ロボットの社会実装に

繋がる共同開発や技術移転などの効果とともに、次世代ロボットの市場創生を促すこと

が期待できる。 

 

３ 補助事業に係る成果物 

（１）補助事業により作成したもの 

  ハンディガイド  

 

（２）（１）以外で当事業において作成したもの 

 なし 

 

４ 事業内容についての問い合わせ先 

団 体 名： 一般社団法人日本ロボット工業会 （ニホンロボットコウギョウカイ） 

住  所： 〒105-0011 

東京都港区芝公園三丁目５番８号 

代 表 者： 会長 津田 純嗣 （ツダ ジュンジ） 

担当部署： 総務部  

担当者名： 部長 矢内 重章 （ヤナイ シゲアキ） 

電話番号： 03-3434-2919 

F  A  X： 03-3578-1404 

E - m a i l： yanai@jara.jp 

Ｕ Ｒ Ｌ： http://www.jara.jp/ 
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